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■高萩中学校体育館改築工事着工
計画総事業費 約３億９千万円

平成２３年３月完成予定

・耐震診断の結果、非常に危険であった体育

館を建て替え、災害発生時等には地域住民

の安全な緊急避難所として活用されます。

・体育の授業や部活の安全面に配慮するとと

もに、競技の有効容積と器具収納庫を確保

する広さに計画されました。 新体育館完成予想図

現在工事が進んでいる松岡小学校と同様に、前政権時の経済対策と、国からの地方交付税措置によっ

て、財政が厳しい高萩市の負担は大幅に少なくなりました。来年度には秋山中学校体育館改築が予定さ

れていましたが、民主党連立新政権に代わり計画が危ぶまれています。

■ドクターヘリ ７月から県内運行開始

・茨城県では全国でも初の試みとして、水戸市双

葉台の水戸済生会病院と茨城町の国立病院機構

水戸医療センターとにより共同運航方式を採用

しました。ドクターヘリは県内ほとんどの地域

をおおむね２０分以内でカバーできます。

・公明党は、一貫してドクターヘリの全国配備を

進めてきました。茨城県が取り組む輪番制によ

るドクターヘリ運航が成功すれば、規模の大き

な医療機関が乏しい地域でもドクターヘリの配

備に拍車が掛かることになります。

長沢ひろあき
参院選比例区予定候補者

公明党 長沢ひろあきの主張！

「政治とカネ」の問題にはもうウンザリ！

公明党はクリーンな政治の実現を一貫して目指しています。秘書が有

罪になれば、議員は監督責任で公民権停止をするべき。「秘書がやった

から」は許しません。また、企業・団体献金の全面禁止により政党を迂

回した政治家個人への不正献金もなくせます。

沖縄普天間米軍基地移設問題について

公明党は米軍基地総点検を行い、基地の整理縮小を粘り強く進めてき

ました。前政権による原案にも、米軍再編の中で、グアムへの海兵隊８

０００人移転、嘉手納基地以南のすべての基地の返還など、大幅な縮小

が含まれています。現実問題として普天間は市街地の中にあり非常に危

険な状況で、一刻も早く移さなければなりません。前政権による原案の

移設先については、日本政府、米政府、沖縄県、名護市(辺野古）現地

との４者で大筋合意されていたものです。それを鳩山政権が白紙にして

大混乱させてしまいました。その責任は計り知れないほど重大です。
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市民相談・法律相談はお気軽にご連絡ください
〈連絡先〉 今川敏宏 電話２４－３０７９

菊地正芳 電話２３－７８７６

菊地 正芳 議員

●元気な高齢者への支援策について

高齢者の健康維持や生き甲斐づくりに有効な支

援策として、杉並区では「長寿応援ポイント事業」

を実施している。区が認定した清掃や安全パトロ

ールなどの地域貢献活動を行うとポイントがもら

え、区内共通商品券と交換できる仕組みで、多く

の高齢者が参加している。高萩市でも「生涯現役

日本一応援ポイント制度」を創設してはどうか提

案し見解を伺う。

●高齢者・障がい者の見守りについて

高齢者や障がい者にとって長時間の徘徊は、

脱水症状、飢え、事故、冬場は凍死するケース

もあり、命に関わる。そこで、ＧＰＳ機能を活

用する位置確認探索システムの導入と、携帯メ

ールを利用し、市民のネットワークで居場所を

探す、発見支援メール事業を行ってはどうか、

見解を伺う。

今川 敏宏 議員

●第４次高萩市総合計画について

①５年後、１０年後の高萩市のビジョン

②計画体系・基本構想

③計画作成手順とタイムスケジュール

●行財政健全化計画について

①何をもって健全化と言うべきか

②交付金、交付税等の外的要因の変化

③税収の変化と健全化の効果等

④受益者負担と政治的政策バランス

⑤あえて聞く、次なる健全化策はあるか

●平成２２年度予算編成について

①総合計画と健全化計画と来年度予算の関係

②予算がかからない、または少ない施策、そし

て効果的効率的な施策

③費用経費負担率が大きくなるが外せない施策

事業の考え方（基準）

菊地 正芳 議員

●女性特有の「がん」検診と支援について

旧政権で実施した乳がん・子宮頸がん検診の無

料クーポン券は、新政権では３分の１程度しか予

算措置をしない。継続について考えを伺う。

●子宮頸がんへの支援対策について

子宮頸がんは唯一予防できるがんである。接種

費用の助成について見解を伺う。

●市ホームページの向上について

音声読み上げや文字拡大機能、日本語変換機能

の導入で情報バリアフリーを進めてはどうか。

●マルチペイメントネットワークについて

市税等の支払いをインターネットやコンビニか

ら２４時間いつでも出来るシステムにしてはどう

か。見解を伺う。

●ＱＲコード最大限の活用について

観光名刺やポストカード、観光パンフ、高萩ブ

ランド品などにＱＲコードを記載し、大いにアピ

ールすべきと思うがどうか。

今川 敏宏 議員

●施政方針について
市長の施政方針に対し１３点について質問。

その中の観光政策について、「春夏秋冬」をテー

マに観光政策を展開してはどうか。高萩の観光

資源を、個々の観光要素に春夏秋冬という媒体

を重ねてアレンジする。例えば、春には桜祭り

に合わせて春のイベント開催、夏には海水浴と

キャンプにからんで花火やコンサートのジョイ

ントイベント等々。春企画、夏企画、秋企画、

冬企画、を展開しながら高萩ブランドを織り込

んでいくことによって、地元の住民にとっては、

自分のふるさととして愛着を増し、観光の魅力

を増幅させることも可能ではないか。市長の感

想を伺う。

●雇用状況について
市内の雇用状況を確認し、求人と求職のミス

マッチ等の問題があることを指摘。その対策と

して、介護予防が新たな事業にならないかを提

案する。


